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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

２（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

３（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

４（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 放課後 

５（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 火⑦ 

６（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 放課後 

※１年生は理解度チェックテスト（月：国 火：数 木：英） 

mamas café 来週の日替わりランチ  

２日（月） ３日（火） ４（水） ５（木） ６（金） 

ちゃんぽん 

しゅうまい 

おにぎり 

鶏ハニーマスタード 

大根サラダ 

みそ汁 

アジ・エビフライ 

白菜胡麻和え 

豆トマトスープ 

１００円カレー 

ビビンバ丼 

揚げだし豆腐 

わかめスープ 

 

【今日のいいね】 

 

 

芸術鑑賞教室の『九州プロレス』素晴

らしかったですね。楽しかったし感動もしま

した。テレビでしか見たことのなかったプロ

レスを生で見たのは初めてでした。 

私が一番感動したのは、皆さんが体育

館に入場するよりはるか前のリングの設営

の様子です。ベテランも若手も関係なく皆

さんが協力して基礎からリングを組み上げ

ていらっしゃいました。華やかな本番の前

には名もなきスタッフの皆さんの全身全霊

を傾けた尊い作業があるのです。その姿

が何よりも一番かっこよかったです！ 

 

選挙 

  学校では、長い間政治の話はタブーとされてきました。特に教職員が生徒さんに

特定の政党や候補者への支持を強要するような内容は厳に慎むべきですが、私は

むしろ学校でこそ大いに政治の話をするべきだと強く思っています。１８歳で一票を

持つ時代です。今回のように２月に投開票が行われる日程ですと、３年生の多くがそ

の一票を投じることができるのです。慌てて考えていては、その重い一票を大切にし

ているとは言えないと思うのです。年齢に関係なく、私たちは国民の一人として政治

を厳しくチェックする責任を負っているという自覚を持つべきなのです。 

 

 私が２０歳になった時に決心したことは、『必ず選挙に行く大人であろう』と言うこと

です。以来この年齢まで、国政選挙から地方選挙まで一度も投票を欠かしたことは

ありません。子どもが持っていないこの一票を、大人として教育者の端くれとして、絶

対に雑に扱ってはならないのです。子どもがいつまでも幸せな毎日を過ごすことが

できるよう、熟慮に熟慮を重ねて自分の一票を託す人を決めてきました。たとえその

方が落選したとしても、落選者に託された一票の重みが、当選者を凛と正す力にな

るはずです。だからこそ、政治側にも何でもかんでも多数決の原理で物事を決する

のではなく、少数意見にも真摯に耳を傾けて欲しいと願うのです。 

 

 投票権を持っているあなた。今回の選挙で誰に、どの政党にその一票を託します

か？そしてそれはなぜ？そのように決めたのですか？後輩の皆さんがどんなに願って

も彼らは投票で自分の意思を表すことはできません。その一票はあなただけの一票

ではないのです。投票に行かないのは言語道断。考えもせずに雑に投じることも愚

の骨頂です。どうか、どうかその一票を宝物だと思って大切に投票箱の中に預けてく

ださい。この国を動かしているのは、政治家の方々ではなく私たち自身なのです。 

 


